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5月の人口の動き

出生男31女25計56

死亡／／144z19／／33

転入z／76／／719ダL55

転出〃64z／76M40

　

世帯数9．995

　

人口42．887

男20．547女22．340

新しい大野市の門出
7月

1日 嫁i躇・ぶ目41

　

7月1日、大野市と西谷村の合併が成立。この日午前10時30分から市民

会館で新市の門出を睨う合併式典が催されました。昭和29年7月1日、2

町6力忖が合併し、大野市が誕生してからちょうど17年目です。合川：ま

での歩み。旧西谷忖のあらましなどをご紹介しましよう。

堅い握手で発展を約束

市長と旧村長・議長

　

合叫記念：式には、寺鵬市長・高田巾議

会議長、H十匹谷村の由本村長●木下議長

をはじめ、福田●八森両代議十、塙知副

知事、笠羽県議会議長ら多気の来吉と関

係の市民約300入が出席して、胆しいノこ

野市の門出を睨いこした。

　

市長は汀白リ＝までの各ヤのごぶ力に感

謝しさす。40年9月の大災聯以牡、寸評（

な巡を歩まれたご民のこ、中を牡≒しする

とき、責兄の爪犬さを痛感します。万後

は侈庄された方々の福祉増個をバ叫とし

て、互いに力を合わせ奥地開驚に積阻フ心

に収り糾んでまいります。

　

市民一祉べ侈吐されたニみ々さんをしか

らお迎えし、これからのご活躍をお祈り

します」と式辞を述べました。

　

山本旧村長は「あの大災害が原因とな

って、全村水没、移住という異常なこと

となりました。当時の村民救済のあたた

かい近隣愛に深くお礼を申し上げます。

　

昔から大野とはすべてのよでつながり

が深く、住民のほとんどが市民の仲問入

りをしたのでご支援をお願いします」と

あいさつしました。

　

このあと、市長からト村長・議長に感

尚状と記こイ、を贈り、「㈲西谷村をよろ

しく一元肢のため努めます」と互いに

ドい川手を加わしました。

　

各末吉もそれぞれお睨いのことばを述

べ、分後に≒川副知事の音川で、新しく

生まれ変わった大野市の前途を配って万

歳を三唱し、式を閉じました。

▲がっちり握手する寺島市長と山本旧

　

村長
・呵合併記念式典のひとこま

面稽は全国第20位

　

大野巾の而lu’（343．56ヽに方七・にと旧四谷

村の面積198．Dしび殆荷をあわせて、新

市の面積は541．66平方稲荷となり全国で

も20番目の広人な巾になりました。

　

旧匹谷村の人円は、44年1月末現在で

947人、このうち約650人（70応）が大野

市民となられ、あとの人はそれぞれ県内、

外へ移住されました。

　

また、約949以の村有林を引き継ぎま

したので、由林資源が豊かになりましたっ

合併までの経過

　

西谷村は明治22年村制がしかれてから

小さいながらも健全な山且として歩んで

きました。ところが、あの・／j夜に1．047

乱という40年9月14日からの集川豪雨で、

184・ニjが流失・側礎というー唾の出生一事

が村の述占を変えてしまいました。

　　

［づ建か廃忖か］の別れ道にたって村

は検討の末、笹又由ニニークウン計㈲lを

ぎと表、言包に踏み●：；【2面へ続く】
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西谷村よ／さようなら

合併を前に解村式

　

合併とはひと足先の6月21日、千有余年の歴史に終りを告げる西

谷村の解村式が、大野市民会館で開かれました。西谷村民およそ500

人と、須知副知事、笠羽県議会議長、寺島大野市長、高田市議会議

長ら約100人の来賓が出席して、やがて真名川ダムの湖底に沈む

「ふるさと」に尽きぬ名ごりを惜しみ合いました。

　

山本満肘長は、長い村の歴史をふり返

りながら「40年9月の集中豪雨の際には

大野市をはじめ、国や県、全国のみなさ

んからあたたかい励ましを受け感謝して

います。村民一丸となって再建を決意し

たが、ダム建設で進路が変わりました。

　

補償交渉も村民の団結と関係当局のご

理解のもと、前例のない程早く妥結。こ

れでふるさとともお別れですが、今後も

誠実を信条として、強く正しく生きてく

ださい」と最後の式辞を述べられました

　

来賓もまたそれぞれ別れと励ましのこ

とばを贈りました。

　

市長は、「ふるさとに別れを告げられ

ることはご同情に堪えません。7月1日

には、村民の大部分の方が大野市民とな

られ、豊富な山林●鉱物●観光資源を引

き継ぐことになります。今後の開発の方

法はみなさんとともに考え、最善の努力

をいたします。これからも郷土の美しい

自然の心を心としてがんばってください

」とあいさつ。

続いて、村の発展に功労のあうた足村長

の秋田稔さん、西谷忖史の編集に尽力さ

れた城町の古田森さんらの表彰があり、

最後に木ド同村議長から「関係方面のご

援助に感謝します。ありし日の村を思う

とき、断腸の思いです。これからも河良

な市民・県民となるように……」とあい

さつがあり式典を閉じました。

　

西谷村民の健康と活躍を祈って、副知

事の発声に合わせ万歳を三唱。記録映画

　

「西谷村」を鑑賞のときには、なつかし

さがこみあげてか、目がしらを押さえる

お年寄りの姿も見受けられました。

　

最後に村民一同が昼食を共にして、数

々の思い出話をしたり新天地での健闘を

たたえ合いました。

　

【1面からの続き】

※切ろうとした矢先、国が真名川流域

の防災中心のダムを建設することになり

全村が水没のため移住するという全国で

も例のない廃吋への道を余儀なくされま

した。

　

その後、昔から生活や文化などすべて

の而でつながりの深い大野市との合田気

運が高まり、このための準備を進めてき

ました。詳しいことは、そのつど市報で

お知らせしてきましたが、ここで改めて

項目だけをご紹介します。

○大野市西谷付合借協議会設瞳

　　

昭和44年9月22日、同月24日知事に

　　

届出。

○第1回合川協議会

　　

同年10月8日大野市没：所

　　

委は、大野市側19人、西谷村側15人

○第2回合併協議会、同年10月17日

①第3回合併協議会同年11月24日

ド’合川扶議、同年12月1日

　　

両市村の臨時議会で。

○合併協議μの調印、同年12月2「1

○廃置分合（合併）について知事に申

　　

請、同年12月2日

○県議会で議決、知事の決定

　　

同年12月20日

○自冶大臣告示、昭和45年5月9日

∩合田成立昭和45年7月1日。

大野市全図
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旧西谷村の歴史

　

西谷村には縄文土器や石器などが発！尼

されていることから、原始時代より人々

が住み始めたものと考えられる。

　

西谷村には「平家」にまつわる伝説が

多い。温見のマサカド祭り（平将門とは

関係がない）、巣原の「平家踊り」や、

集原の近くに「平家ケ平」という屋敷匹

があることから、中世初期（鎌倉時代）

ごろから、しだいに部落が結成されてき

たものと推定され、雲川流域は比較的早

くから、笹生川流域はかなりおくれて問

発されたとみられている。

【行政上の移り変わり】

　

従来大野領であったが、福井藩の減封

後、所領がいりまじった。

　

文化のころ（1803～1817）は上秋生●

下秋生●小沢・本戸・黒当戸●中島●上

笹又・下笹又の8部落は大野領土井藩で

68石、巣原・熊河●温見の3部落は奥池

田と称して池田に属し、巣原は郡上領青

　　　　　　　　　　　　　　　

あざ山藩で5石5斗、熊河・温見の2字は公

料（天領）で12石であった。

　

明治初年の廃藩置県後、大野・敦賀・

足羽・石川の各県に図し、明治14年以後

は福井県となった。

　

明治22年、上記の11部落で西谷村を構

成し、役場を中央の中島に置いた。

【産業と人口の動き】

　

村は耕地面積が少ない。昭和35年の記

録では、全村445戸、うち農家が366戸。

耕地総面積131．6以（町歩）1戸当たり面

積36ひ、反当収量は120拐（8斗）、全村で

も約29トン（192石）にすぎないと記され、

不足分は大野や池田から買った。それに

もかかわらず経済力を保てたのは、古く

からの鉱山業と林業によってである。

　

温見の北に金由があって、隆盛をきわ

め数百戸あった。特に有名なのは上秋生

の北の中天井鉱由である。副・鉛・亜鉛

を出し、量が多いうえ、質もよく当時市

街をなしていた、大野藩の所有で藩の金

介ともいわれた。鉱山が栄えたのは、中

世期末から藩政初期と推定されている。

　

その後の主産業は林業である。昭和30

年ごろは、年々130娯を戈採し、用材1．27

9立方m（7，090石）、まき材6ワ3途方乱（3．

456石）、炭材12，213立方乱（製炭にして

16万8．530俵）を産出するほか、オウし／ン

ワサビや和紙を生産していた。

　

昭和15～26年ころまでは、この1．5～

2倍を頌出したといわれている。

　

戸数●人口は明治9年6月（敦賀県管

轄区分表）には3520、明治45年には戸

数410戸、男1．409大、女1．271人、計2，6

80人の記録がある。昭和30年國勢調査で

は、585戸、男2．007人、女1．429人、計

3．436入。災害直後の昭和40年国勢調査

では246戸、男603人、女523人、計1．126

人であった。

　

昭和32年、県営中島発電所建設で笹生

川ダムができ、笹生川流祓の小沢、下秋

生・上秋生の3部落は水没し、本卜弓移

住した。昭和38年度の豪雪によって、熊

河、温見部落の移住が起こり、巣原、上

下笹又、中島、黒当戸の5部落となり、

人口、戸数とも半減した。

　

大野から中鳥までバスが通うようにな

ったのは昭和6年。郵便局は明治17年中

島で開局した。

　

【教育】

　

学校の創設は古い。中島小学校は、明

治8年2月、民家を借りて授業したのが

始まり。その翌9年には、生徒数男40人

女Oノ、、教師1人であった。明治10年n月

には巣原校を創設、翌11年11月には秋生

小学校を創設した。その後校舎の新改築

を相次いで行ない、明治37年10月には熊

河に、同40年9月には温見に、巣原校の

分教場を設けた。

　

明治35年には、児童数436人、教師13

人。昭和40年には小学校、児童数、255人

教師16人。中学校は、生徒数133ノ、、教

師13心この年にはすでに秋生小学校が

廃校になっており、中島・巣原小中学校

の数である。

　

38年の豪雪と40甲の災害により生徒数

が減り、巣原小中学校は40年3月31日、

中島小中学校も44年8月31日で、それぞ

れ90年以上の佼史を閉じた。

　

【災害とダム建設】

　

昔からしばしば大災害にみまわれた。

古くは几禄元年（1688）の大風害。嘉永

元年（1848）には、裏日本一帯の大風水

害で田畑・人家が多く損失し、安政元年

（1854）4月5日には中島が全焼した。

　

明治21年にも大洪水があり。同24年美

濃大地震では、熊河26囮のうち23戸が令

壊、3戸が半壊した。大正元年9月の大

洪水でも4戸が土砂に埋まった。

　

戦後は、昭和28年の13号、34年の7号

台風、伊勢湾台風、続いて36年の第2室

戸台風の出水など、人々は多くの災害に

苦しめられてきた。大雪ともなれば3似

以上も積もり、交通はとだえ、陸の孤島

となった。生活用品の買い出しの途中「

なだれ」で死亡した事故も数多い。

　

これら過去の災害にも増して、40・9風

水害は真名川流域の歴史を一大転換させ

る大ぶ事となった。死亡2人、重軽傷者

4ラ、、流失・埋没家屋184戸、全道路が

寸断、田畑もほとんど流火し、被害総額

は46億円余にものぼった。国ではこうし

た大災害が再び起きないよう九頭竜水系

真名川ダムを建設することになり、村の

大部分が湖底に沈むこととなった。

　

村民は44年中に移住を終え、大野市・

県内外の新しい地で第2の人生を力強く

歩み出している。これまでの数多い労苦

に思いを寄せ、今後のしあわせを市民の

みなさんとともにお祈りしたい。

　

（参考図書ご大野郡史、真名川流域の民

俗、西谷村のあらまし）
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平家踊り

　

「平家踊り」は、旧西谷村の巣原に伝

わる踊りで、昭和37年5月、県の無形

文化財に指定されています。

　

旧のぼんには日暮れから深夜まで、

首からかけた太鼓の冴頭にあわせて、

男女入り乱れて踊ります。むかし平家

のおちうどから習ったという伝説か

ら、近年「平家踊り」といいますが、

明治時代には「太鼓踊り」の名でした。

　

男声と女声が交互に重複して歌われ

るのが特徴です。タヤ向いの山を

ないだらよかろ、ヤ都が見えてなお

よかろ、（曾ヤ都が見えてなおよかろ

（町ヤ都が見えて、ヤ都が見えてな

およかろ、噪ヤ都が見えてなおよか

ろ。歌詞に古調をおぴているところ

から相当古いものだと考えられます。

　

踊りは、しりふり・茶うす・かごめ

し・一つ返し●二つ返しの五種類です。

写真は「平家踊り」を踊る巣原の人たち
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大野市のカドミウム汚染

　

和泉村上大納にある日本皿鉛鉱業中竜鉱業所の排水による九頭竜

川流域の「カドミウム公害」が心配されていましたが、県がこれま

でに大野市で調査したり日水、゛米、、の分析結果では、いずれも

基準を下回る数字で、まず安心です。しかし、さらに安全を附かめ

るため、今後真名川流域もrtめて、飲料水と土壌を引き続き調査

します。

米・水のカドミウム含有量

　

基準値を大幅に下回る

　

県は昨年9月、同鉱

業所が流す排水によっ

てカドミウムなど重金

妬汚染があるかどうか

調査しました。この

絣果はことし4月に発

火され、厚生省が示し

た基涼・を下回っていま

したが、黒部市のカド

ミウム汚染が即題にな

っていた折から「もし

や汚染されているので

は…」と、富田地区を始め巾氏の間に不安

が広がりました。

　

たとえ直接的な影響がないにしても、

長年の蓄積を考えると、人体への影響は

もとより、農作物にも影響をおよぽす重

大な問題であります。

　

市でもさっそく対策を考え、まず「は

っきりした実態をつかむことが先決」と

6月3日、次の3点を中心として県に申

人れしました。

　

①巾竜鉱業所の排水●排士処理に対す

る改善対策②九頭竜川沿岸の汚染該当

地域の水質、土壌、および農作物の早期

検査の実施③関係地区住民の鯉康診断

の早期実施。

　

県ではすぐに水・米・土の検体を収っ

て調査を急ぎ、6月9日には富田地区民

の要望でこの問題の説明会を地元公民館

で開きました。

　

こうして県は①用水・川水の調査は

6月10日に、②米の調査は6月22日にそ

れぞれ次のような結果を発表しました。

　

下唯野地区用水・川水中の重金属調査

イ）、調査期日6月4日（晴）

ロ）、調査地点①農業用水取入口、②

七ケ用水③九頭竜川・旅塚川合流点前

④旅塚川馬橋付近

　

結果は①～④とも「カドミウムの検出

なし」と出ました。

　

県はこの結果について次のような結論

を出しています。「下唯野、阪谷地区の

44年産の玄米を調査●分析したが、その

値は厚生省が示す基準に達せず、今後精

密な調査を実施する必要がないものと判

断されるものであった。

　

したがって、44年産米を一般飯用に使

っても、人の健康などにおよぼす影響に

は支障がなく、安全であることを確認し

た」

　

九頭応：川の水を使用していない阪谷地

区とも、ずっと下流の福井市にある農事

試験場と比較してもほぼ同じ値であり、

基準量を大きく下回っています。

44年産米（玄米）のカドミウム濃度

部落名 品種 含有量pp、，

下唯野（A）　

／／（B）　

／／（C）

松丸

汰石

福井市（農試）

コシザカェ

ホウネンワセ　　　

／／　　

　／／

カグラモチ

ホウネンワセ

　　0．04　

　0．06　　

0．07　

　0．07

i005　　

0．06

厚生省基準（0．4PPM）

飲料水●土壌を調査

　

さらに安全を確認するため、次の地点

で飲料水●ニL壌の調査を急ぎます。

結果が出次第、市報でお知らせします

ミ

欽料水 土垠

九頭竜

川水系

　七板、新田　

富島、新河

i．．．　原

七板、土打

新田、新河

原、蕨生

真名川

水系

！五条方、御

i給、府政領

l家、八蒲池

五条方、御

給、横枕

カドミウム公害の説明会

　　　

6月9日、富田公民館で

カドミウム豆知識

　

カドミウム＝こ亜鉛族元素の一つで、

やわらかく銀白色をした光沢のある金

属。天然には閃亜鉛鉱などと共に産出

し、これらの副産物として回収される。

　

アルカリ溶液には溶けず、酸には除

々に溶けて水素を発生する。カドミウ

ム塩やカドミウム蒸気は有毒。（百科

事典）

　

P．P．M＝ニ100万分の1の単位をいう

　

イタイイタイ病こカドミウムの慢性

中印こよりまず腎臓障害を生じ、次い

で骨軟化症を来たし、これに妊娠・授

乳・内分泌の変調、老化、および栄養

としてのカルシウム不足などが誘因と

なって、イタイイタイ病という疾患を

形成する（富由県のイタイイタイ病に

関する厚生省見解）

　

厚生省暫定要領に基づく基準＝排水

中のカドミウム濃度O．IPPM以下。利

水地点におけるカドミウム濃度0・OIPP

M以下。玄米の平均濃度0．4PPM、（こ

れは十分な安全性を見込んだもので、

これ以上の場合は純予防的な面から観

察が必要としている）。土壌はない
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富田地区に農免道路

　

6月市議会で決まる

　

第118回定例市議会は6月17日から26日まで開

かれ、「昭和45年度一般会計補正予算案」など市

長が提案した19議案が原案どおり可決・承認され

ました。おもなものは次のとおりです。

＝一般会計補正予算＝

　

7．878万3．000円を追加し，予算総額は

12億9．883万8，000円となりました。

【歳入】前年度の特別交付税を積立て

ておいた財政調整積立金からの繰り入れ

金3．987万円，県支出金2．249万円，市債9

20万円，地方交付税417万円がおもなも

のです。

【歳出】

　

交通安全施設として歩道工事に47万円

を追加し、七間線の寺町通りから越美北

線の踏み切りまで、480房の歩道をつく

ります。

　

火葬場建設費に900万円を追加し、建

設費は4．401万円になりました。これは、

整地や電気・水道工事、取り付け道路を

広くするための費用です。

　

し尿処理場を増設するため今年度分と

して2．058万円を追加しました。1日27゛。

跡（約150石）処理できる施設を2ヵ年で

っくり、来年度も3．060万円をかけて仕上

げる予定です。

　

ゴミ焼却場の「ろ」がいたんだので、

250万円の修繕費を計上しました。

　

児童館の建設費用650万円が新しく組

まれました。日吉町、山王公園に建てま

す。

　

富田地区に農免道路をつくるため、事

業費2．184万円計上しました。この道路

は、帽6．5あ、長さ2．665S、国道157号

線井ノロ地係から富島まで、同地区のほ

ぼ中央部を通り、農業の振興と交通の混

雑を避けることがねらいです。

　

総事業費7．800万円、3ヵ年計画ですす

めることになっています。

　

林道の開設●改良に306万円を追加し

ました。これは、黒谷●河内林道のこと

し計画している1，000あの不足分と、下

打波●、脱線にかかる嵐僑のかけ替え費用

です。

　

観光施設事業として、六呂師高原に便

所をつくるため60万円を追加しました。

　

また、「城まつり」に50万円を追加し、

合計100万円になりました。

　

市道の舗装工事に500万円、1，000あ分

を追加し、ことしは8，000あ舗装できます

　

また、各市道を補修するために150万

円、川を改良するため95万円を追加しま

した。

　

亀山公園を整備するため40万円を追加

当初予算と合わせて70万円で、専門家に

計画づくりを頼みます。

　

有終中学校グラウンドの夜間照明施設

を昨年に続き100万円をかけてつくりま

す。

　

婦人会から望まれていた調理室をつく

るため90万円を計上しました。

　

へき地の学校教育の振興のため、複写

機などの備品を買う費用110万円を計上

しました。

＝特別会計補正予算＝

　　

◇旧西谷村国保事業

　

旧西谷村国民健康保険条例が定めら

れ、この事業の特別会計予算ができまし

た。予算額は705万円。

　

条例の内容は旧西谷村の加入世帯が納

める保険料や加入者と保険者（市）が支

払う医療費の割合が、今年度に限って村

当時と同じであることを決めたものです

　　

◇北部都市計画事業

　

ことしからとりかかることになった北

部都市計画事業の特別会計予算＝660万

円＝が、新しくできました。

　

本格的な事業前の調査・測量など準備

費用が大部分です。

　　

◇公団分収造林事業

　

西谷村から引き継いだ公団分収造林事

業（契約面積600応、新植済み300μ）を

続けるため673万円を補正しました。

　

ことしは、新植15応、育てるための管

理費用203応分を予算化しました。

＝税条例を一部改正＝

　

市民税＝老齢者・障害者・か婦等の税

金がかからない所得の限度を2万円引き

上げ32万円となりました。

　

軽自動車税＝歩行困難な身体障害者が

所有し運転する場合、税金が減免されて

いましたが、さらに同じ家族の人がこの

人のために使う車1台に限り減免される

ことになりました。

　

固定資産税●都市計画税＝評価基準年

度（45年）に評価した宅地などの価格が

38年度の課税標準額を越えている場合、

その上昇の程度によって、一定の割合で

負担を軽くします。

　

いずれも45年度から適用します。

農業委員決まる

　

選挙によって選ばれたのは20人。

第1・2選挙区では無投票当選、第3

選挙区（富田●阪谷●五箇、定員7人）

だけは6月25日投票、即日開票で当

選が決まりました。

　

市議会、農業協同細合・農業共済

組合が推せんした委員も決まりまし

た。

　

新しい農業委員28人は次のみなさ

んです

【第1選挙区】飛川直治（東大月）、

長谷川新兵衛（中荒井町1丁日）、斉

藤斉之輔（友江）、川瀬真一（篠座上）

小林源左ヱ門（坂戸i）、保格作男（下

丁）

【第2選挙区】川越亀久雄（稲郷）、

権守正勝（平沢）、穴田敬造（中西出）

伊東高司（鍬島）、斉藤幸（北御門）、

本多良三（上荒井）、杉本作兵衛（千

歳）

【第3選挙区】田中生（蕨生）、中村

徳明（南六呂師）、広瀬重孝（西勝原）

雨塚忠夫（塚原）、中山茂男（松丸）、

松田庄二（森目）、由川政夫（柿ヶ嶋）

【市議会推せん委員】山田主治（野

中）、竹島武雄（南新在家）、辻諭（土

打）、南IE雄（田野）田中新一郎（元町）

【農業協同組合●農業共済組合推せん

委員】滝波与六（大野市農胎、伊東敬

一郎（上庄農協）、鈴木与平（共済組合）
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17回目の市制記念

39個人、17団体を表彰

　

大野市になってから第17回目の市制記念式典が、7月1

日午前9時から市民会館で、関係者およそ300人が出席し

て開かれました。式は市長の式辞、市政発肢に尽された17

団休と39人の表彰、国民健康保険の優良世帯142川川：の表

彰があって、最後に前市長4広治兵衛さんの発声で万識を

三割して終わりました。

市長式辞の要旨

　

「今日の発展は市民のご協力の賜である

今後とも教育●環境の整備、農業・商工業

の振興、交通対策、行政事務の近代化、道

路整備などの地域開発を進めていきたい

　

市民の一層のご支援をお願いする。

本日受賞された方々には深く敬意と感謝

の意を表する。」

　

表彰を受けられたみなさん。

　

〔地方自治〕宮沢実（高砂町）、滝井泰蔵

（日占町）、〔産業〕朝日一重（西大月）、安

川が一（中刻）〔学校教育〕金森澄子（中

野）、国枝よし子（泉町）、前川勇（中荒井

町）、風林登（伏石）、松村長子（南六呂師）

斎藤賢太郎（今井）、小林寿子（水落町）、

山本竜馬（新町）、杉本正見（天神町）〔文

化〕石田政治（中野）、に社会教育〕古田

サキノ（城町）、松田清子（上野）、林みゆ

き（下打波）、金森一枝（中野町1丁目）、

義眼子供会育成会代表＝＝明石守、〔社会

体育卜長谷部清（下麻生島）、〔学校体育〕

長谷川研一（本町）、じ社会事業：】築川基

（新町）、永由てり（中野町3丁目）、広瀬

一郎右ヱ門（泉町）、［民生：］富田高砂ク

ラブ沖合会代表＝棟朝鳥、飯［日房吉（上

丁）、二1足光蔵（花房）、亀谷四郎（泉町）、

にモ々木常太郎（中保）、石丸久古（水落町）

大谷忠次（上占）、牛嶋みさを（中野町1丁

目）、〔納税祉亀由下納税貯蓄組合代表（

以下同じ）細川和男、水落2／／河原弥生、銀

座2丁目叫L1本忠次郎、四番上1同吉田泰

四番下の2／／土蔵慶一、五番上の1／／山本

護孝、旭康川II中喜一、西大月同佐々木仁

治、上荒井／／田中菊松、千歳〃杉本作兵衛

開発z／長田昭彦、下郷同猪野薫、（個入）

新谷樵（東中）、玉木守（元町）、〔保険衛

生〕松田勝（右近次郎）、富田母子愛育会

代表＝松田嘉代子・、山ばと会（上ロミ）代去

山田弘子．白ゆり会（乾側）代表＝南部子

賀子、〔消防⊃田中義雄（鳥砂町）、清水

信夫（小矢づ）、梅田政義（玉林）、横目］故

光（大月）、原田繁（橋爪）、「。職員」森本

利勝（保険衛生課）

　　

写真は表彰を受ける市政功労者

市長

市議補欠 選挙日程決まる

投票日は8月2日

　

大野市選挙管理委員会は6月12日、委

員会を開き、8月9日任期満了になる巾長

選挙と、市議会議員補欠選挙（定ほ1名）

の日程を次のように決めました。

　

告示7月23日

　

立候補柚1出締切日7月24日

　

投票日8月2日

　

◇…選挙時登録の基準ロは7月22日

　

◇…選挙人名簿の縦覧は、7月24・25日

の2日間、市民課で行なわれます。自分

の名前がのっているかを縮めてみましよ

う。

　

◇……Γμ：f・－1ミの本紙7月号でもお知らせ

してありますが、選挙人名簿の登録方よ

が、昨年7月から変わっています。

　

以前の申し出制度が廃LLになり、住民

基本台帳に登録されている選挙資格のあ

る方は、選挙管理委貝会の゛職桧八で登

録されることになっています。

「万博」の楽しい見方

　

夏休みを間近かに貯え、家族冲れ

で万博見学を計画しておられる家咆

も多いことでしょう。

　

そこで、万博協会からベダせられた

楽しい見方をご紹介します。

　

1、なるべく平日にご観覧を。日雌・

祝祭日には約60万人の人出が予想さ

れ、会場内は相当混雑します。

　

ナショナルデーやスペッシャルデー

の催しは平日にあります。

2、マイカーはなるべくおさけくださ

い。会場周辺の交通マヒや駐車場の不

足が考えられます。

3、入場券は出発前に近所のタバコ屋

さん、駅の売店などで買っておきまし

よう。会場入にlの入場券斑売所は混部

します。

4、ラッシュ時間帯はさけましよう。

　

午後！C時30分まで開場していて午後

5時以後は、入場料金が不額になりま

す。

スマイル

コーナー

　

「サバ高値」

さてはサバをよんだな

　　　　　　　

一半夏生
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ふえている飲酒運転

ほしい1人1人の自覚

　

ことしになってから、大野署管内で起

きた交通事故は193件（6月15日現在）、昨

年の同期に比べて約56含ふえています。

　

このうちでも飲泗運転による事故16件

167Si：増、泗酔運転の検挙数が54件93含

増と「酒」が原因の数がふえています。

　

このふえ方は、県内のほかの市町村に

比べて断然多く、その運転者のほとんど

が大野市民であることは誠に残念なこと

です。

　

便利な車も運転を誤まれぼ凶器に早変

わり、ない人命を奪います。

　

「飲んだら乗るな」「乗るなら飲むな」

は絶対守り宜しよう。

飲酒運転の実態（）は昨年

　項月＼目事故件数 左のうち飲酒件数酒酔検挙数

1

2

3

4
5

6

計

33（10）

30（14）
44（26）

39（27）

38（30）　

9（17）

193（124）

3（2）

0（O）
4（O）

5（2）

4（1）

O（1）

16（6）

3（1）

5（6）
16（5）

15（4）

6（6）

9（6）

54（28）

舗鸚
◇重要文化財の屋根ふき替え◇

　

巾教育委。ほ会は宝慶寺にある国の重要

文化財「橋本家住宅」の屋根を、6月9日●

10日の両日同部落の岡本政一・さんら7人

に頼んでふき替えた。

　

現ぴあき家になっており、いたみのひ

どい両ヅマ約50平方拡を、新しいカヤで

ふきなおしたもの。この家は約250年前

の江戸中期に建てられたもので、ケタ行

13．8に、弔問9．5鎧宵棟ごり。豪雪地帯

の代表的な農家として肯重なもので、昨

年12月18日、国から重要文化財の指定を

受けた。この指定は市では初めてのこと

で、今後、管理が行き届くよう、移転す

ることも考えている。

　　　

◇慣れぬ手つきで実験◇

　

県の移動科学センターが6月20日市役

所で開かれた。婦人会員や生活学校生ら

約30人が集って、ソーセージなど約20点

を検査してもらう一方、係員からじょう

ずな買い物のしかたの話を聞いたり、品

質表示の映画を見て勉強した。

　

また、「うどん」の中に標白剤がはい

・。ているかどうか、技師の指導で自分た

ちが実験もしてみた。

　

これは、県が消費者保迄行政のひとつ

としてことしから始めたもので、車に検

査器具や薬品を積んで県内各地を回り、

消費者から親しまれている。

国民年金大幅に引き上げ

　

保険料も一律450円に

　

国民年金法が改正され，7月から老齢

年金など各種年金が大幅に引き上げられ

ました。

　

◇…老令年金（年額）

25年納めた場合6万円が9万6，000円に

40年／／9万6，000円が

　　　　　　　　　　　

15万3．600円に

　

◇…障害年金（年額）

1級＝7万2．000円が12万円に

2級＝6万円が9万6，000円に

　

◇…母子年金（年額）

　　

こどもひとりの場合

　

5万5．200円が9万1，200円に

　

このように年金額が増額されたので，

保険料もこれまでの25歳末満の250円，

35歳以上の300円から年齢に関係なく450

円となりました。まちがいのないように

納めましよう。

　

ところで、この保険料を納めなかった

り納めるのが遅れたりしますと、加人し

ていながら肝心のときに障害●母子年金

などが受けられない場合がありますから

注意してください。どうしても納められ

ないときは、納付を免除する制度があり

ますからご遠慮なく市民課で相談してく

ださい。

人事異動

　

西谷村との合併による職員の引き継ぎ

と定年退職に伴なう人事異動を7月1日

付けで発令しました。

　　

（）内は旧任

　

〔市長部局〕市民課長＝水上太右ヱ門

　

（市民会館長）、市民会館長＝佐々木徳

　

（乾側公民館長）、総務課庶務係長…山

中幸蔵（市民税係長）、市民税係長＝加

藤弥市（税務課）、税務課＝大倉美代子

　

（市民課）、農務課：松田八重子（体育

課）、建設課＝竹内安注（林務課）

総務課付＝安倍繁樹（市民課長）

林務課＝松本勇夫（西谷村）、建設課＝沢

田利栄（西谷村）、税務課＝野田実（西谷

村）、市民課＝栗下ツヤ子（西谷村）、建

設課（用務員）＝道下静男（西谷村）

　

〔教育委員会部局〕社会教育課長＝笠松

常和（総務課庶務係長）、大野公民館長

＝永見繁雄（社会教育係長）、社会教育

係長＝幅口芳枝（社会教育課）、下庄公

民館長心得＝深見不可止（大野公民館）、

乾側公民館長心得＝花山長右ヱ門（税務

課）、大野公民館＝平鍋金一（郷土歴史

館）、体育課：松原定子（大野公民館）、

社会教育課＝中村洋子（農務課）庶務課

付＝日下健太（大野公民館長）。

おわびして訂正します

　

41年10月1日、市が発行した「住居

表示新旧対照案内図」のうち、次の箇

所がまちがっていましたので、おわび

して訂正します。

①有明町12番、「清滝公園」を「駅

　

東公園」に改めます。

②美川町12番、「駅東公園」を「三

　

角公園」に改めます。
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46年度歌会始の

淘題は「家ユ

　

昭和46年度歌会始のお題は「家」と定

められました。お題の「家」は具体的な

建物の「家」ばかりでなく、抽象的な「家

庭」の意味も含まれています。

●詠進歌は1人1首限りとし、未発表

　　

の歌。

・詠進の期間は、9月1日から10月12

　　

日まで。

　

このほか、書き方、送り先など詳しい

ことは、企画室へお問い合わせください

澗隔珊珊．陥

吻…開眼検診をします

　

目が角膜混濁や老人性白内障にかかり

視力が衰え失明寸前の大は、角膜移植ま

たは開眼手術を受けますと視力を回復す

ることができます。

　

ただしヤニ目、黒ソコヒ、あおソコヒ、

サカマツゲ、トラホームの場合は除きま

す。

　

これらの人たちに光明を与える目的で

次のように開眼倹診をしますから、該当

すると思われる人はすすんで受けてくだ

さい。

　

とき7月23日（木）

　　　　　

午前10時から午後4時まで

　

ところ大野保健所

　

なお、65歳以上の老人性白内障の開岐

手術に要する費用は公費で支払われます

回…法人企業統計調査にご協力を

　

ことしの3月31日現flEで、県の法人企

業統計調査が、6月25日から7月10日の

間に行なわれています。

　

対象となるのは県内で事業を営んでい

る合資・合名・株式・有限各会社の本社

および県外に本社のある事業所で、この

うちから決められた割合によって選び出

します。選ばれたときにはよろしくご協

力を願います。

圖…16X映写機操作技術認定講習会

　

子洪会の活動に、部落の行事に、いろ

んな学習会に、「映画」はよくわかる教

材として使われています。2日間の講習

会で映写機を動かせるようになり、県教

育委貝会から免許証をもらえます。

　

ふるって受講してください。

　

とき7月22・23日、時間は両日と

　　　　

も午前9時から。

　

ところ市役所大会議室

　

申込み7月15日までに市社会教育課

　　　　

または近くの公民館へ。

冒…「城まつり」は8月15・16日

　

市民あげての城まつりに／、郷土の民

謡踊りと奥越太鼓を申ふとして伝統をつ

くろうーと企画委員会や実行委員会で計

円づくりをすすめています。

　

城まつりは、旧盆の8月15・16日の2日

煕の予定です。詳しい行事の内容は8月

号でお知らせします。

目…レントゲン検診通知もれの方は

　

7月2日から9月にかけて絣核予防の

ためにレントゲン撮影を実施します。

　

日時と場所を書いた通知を各家庭へお

送りしてあります。学校へ行っている人

会社や官公庁などの職場で年1回以上受

けられる人は除きますが、ほかの人はみ

んな受けなければなりません。もし通知

もれのときは保険両生課でお尋ねくださ

いヽ。

7月
社会体育

コーナ

●下庄地区休力づくり推進大会

　　

12日午前8時～下庄小

●下庄地区お母さんバレーボール大会

　　

12日午後1時～下庄小

・阪谷地区体育大会

　　

12日午前8時～阪谷小

・小山地区バレーボール大会

　　

12日午前8時30分～小山小中

・第12回下庄地区総合体育大会

　　

19日午前8時30分～下庄小

・第13回市民総合体育大会（球技と相

　　

撲）

　　

26日午前9時～有終中ほか

圓…上庄地区に無人電話交換局誕生

　

上庄地区に新しく無人の自動電話交換

局゛4局、が開局します。7月24日午後3時

から開始し、電話番号は4『1り00台にな

ります。

　

新交換局収容地域は次の部落です。

　

野中、稲郷、森山、西山、東山、御給

友兼、開発、森政地頭、下郷、佐開、三

条方、木ノ本、平沢、今井

②有線放送の電話番号だけは、これま

でどおり「6局5811番」で変わりません。

　　

＝番号をメモしてダイヤルを＝

　

新交換い収容地域内の竃話は番号が変

わりますから、おかけになるときは上庄

局（4局）電話番号表、または「104」で確

かめてから、ダイヤルしてください。

　　　　　　　　

一大野電報電話ドー

m．見雲鳥
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露3種郵便物認可ノ 市政大野（目で見る市の財政・特集号）
／毎日1日弘行・

1部2円ノ （1）

‘
瓜大野

創政公漣 大野市の財政がどのように運用され、

あなたが納められた税金がどのように

使われているかを、みなさんに知っていただくために公表いたします。

　　

発行

福玲県大野市天神町1番1号

大野市役所

電話（代）6－1111

郵便番号912

印刷松浦印刷所

人口43．256（住民基本台帳7月1日現在）

　　　　

43，747（昭和40年国勢調査）

世帯数10．131（住民基本台帳7月1日現在）

　　　　

9．729（昭和40年国勢調査）

面積541．66平方キロメートル

昭和44年度普通会計決算の状況
性質別歳出決算

（目的別決算額）

歳入総額12億7．200万8．000円

歳出総額14ii6．634万4．000円

　

赤字額1｛C9．433万6．000円

総額

14＜i6．634万円

Jj未満pq＊＊fiAi

単位

千万

円

昭和

四

十四

年度

建設

事業

の内

訳

八万

未

満四

捨
五
人
W

総額
β（≪5．883万円

単什万田

昭
和
四
十
四
年
度
特
別
八翌訓

決
算

の状

況

国民健康保険事業

歳入2億5，222万3，000円

歳出2億3，770万4，000円

食肉処理事業

歳人345万7，000円

歳出420万6，000円

簡易水道事業

歳人1，325万4，000円

歳出1，222万9，000円

五箇診療所診療事業

歳入180万円

歳出180万円

南部土地区画整理事業

歳人5，274万1，000円

歳出4．492万8，000円

昭和

四

十四

四

十五

年度

当初

予
算

単位

F万

円



1970．7．1 市政大野（目で見る市の財政・特集号） （2）

昭和44年度市税の収入状況

総額4（14．406万3，000円

蛍什

千
万
円

1世帯当り市税負担額

総額

45．643円

1人当りの市税負担額

皇位

千円

昭和44年度末目的別市債現在高

扇．位

千
万
円

昭和44年度末借入先別市債現在高

’総額

5億6，320

1．万円／

公有財産（昭和45年3月31日現在）

昭和44年度市債借入れ状況

総額’

3，310万円
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